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「
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後
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に

　
　
　
工
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」
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」

平
成
二
十
四
年
四
月
に
工
学
研
究
科
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
現
在
の
工
学
研
究
科
は
、

十
八
専
攻
、
教
員
約
三
百
五
十
名
、
事
務
職
員
約
百
名
、
技
術
職
員
約
百
名
、
学
生
約

六
千
名
の
組
織
で
す
。
ま
た
、
片
平
等
の
工
学
系
の
研
究
所
を
含
め
る
と
、
約
三
百
以

上
の
研
究
室
と
連
携
が
あ
り
ま
す
。

東
北
帝
国
大
学
は
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
三
〇
年
遅
れ
、
明
治
四
〇
年
に
創
立
し
ま

し
た
が
、
第
一
回
卒
業
式
の
演
説
で
、
第
二
代
北
条
時
敬
総
長
は
、
人
材
養
成
を
目
的

と
し
た
東
京
帝
国
大
学
に
対
し
、
東
北
帝
国
大
学
は
真
理
の
考
究
に
重
き
を
置
く
べ
き

で
、
既
存
の
大
学
（
東
京
・
京
都
）
と
異
な
っ
た
個
性
の
学
風
を
主
張
さ
れ
た
そ
う
で

す
（
東
北
大
学
五
十
年
史
、
一
二
九
頁
）。
そ
の
モ
デ
ル
は
ド
イ
ツ
の
大
学
で
、
実
験
室

と
図
書
室
が
生
命
で
あ
り
、
学
生
に
も
学
問
研
究
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
点

は
、
現
在
の
研
究
第
一
主
義
の
理
念
に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
研
究
関
係
で
は
、
学
術
論
文
の
引
用
数
な
ど
の
評
価
に
よ
る
「
二
〇
一
二
年

上
海
交
通
大
学 

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
東
北
大
学
の
工
学
・
情
報
科
学
分
野
は
、

二
十
三
位
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
位
に
は
、
米
国
一
八
校
、
英
国
二
校
、
ス
イ
ス
一
校
、

カ
ナ
ダ
一
校
の
み
で
、
日
本
で
は
第
一
位
で
す
（http://w

w
w
.shanghairanking.com

/
F
ieldE

N
G
2012.htm

l

）。

し
か
し
、
近
年
の
我
が
国
の
財
政
・
経
済
状
況
の
悪
化
以
来
、
社
会
や
産
業
界
か
ら

大
学
に
対
し
、
人
材
育
成
、
研
究
の
両
面
で
改
革
を
求
め
る
期
待
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
国
立
大
学
を
巡
る
状
況
は
、
益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
（
高

校
卒
業
者
の
数
は
一
九
九
二
年
に
対
し
現
在
約
六
〇
％
）
に
加
え
、
財
政
再
建
途
上
、

新
興
国
の
追
い
上
げ
に
伴
う
「
右
肩
下
が
り
」
の
経
済
状
況
で
、
国
立
大
学
へ
の
運
営

費
交
付
金
一
％
減
は
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
八
年
間
続
い
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
教
職
員

も
、
震
災
予
算
確
保
の
た
め
、
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
の
約
二
年
間
、
国
家
公
務
員
同
様
、

給
与
が
平
均
七
・
八
％
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
震
災
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
社

会
を
支
え
て
い
る
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
今
後
約
百
年
間
に
ほ
ぼ
枯
渇
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
（
可
採
年
数
石
油
四
六
年
、
天
然
ガ
ス
六
〇
年
、
石
炭
百
二
十
年
、

ウ
ラ
ン
百
十
五
年
）。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
加
え
金
属
資
源
も
、
今
後
不
足
ま
た
は
枯
渇

す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
（
可
採
年
数
イ
ン
ジ
ウ
ム
八
年
、
銀
一
四
年
、
ア
ン
チ
モ

ン
一
六
年
、
金
一
七
年
、
鉛
二
十
一
年
、
亜
鉛
二
十
四
年
、
銅
三
十
二
年
）（http://

w
w
w
.tohoku.m

eti.go.jp/2008/kankyo/recycle/hokokusyo060710.htm
l

）。
し
た

が
っ
て
、
今
後
の
百
年
間
を
乗
り
切
る
た
め
、
過
渡
期
と
な
る
今
後
五
十
年
が
、
国
や

人
類
の
歴
史
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
と
な
る
訳
で
す
。
す
で
に
欧
州
理
事
会
は
、
従
来

の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
消
費
し
続
け
る
と
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
は
危
機

的
な
状
態
に
な
る
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
各
国
が
一
体
と
な
っ
て
省
資
源
経
済

に
舵
を
切
る
政
策
を
決
定
し
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
「
賢
い
成
長
」「
持
続
可
能
な
成
長
」

「
包
括
的
な
成
長
」
を
成
長
の
柱
に
採
択
し
て
い
ま
す
（E

U
R
O
P
E
 2020

）。
ま
た
、
そ

の
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
て
い
ま
す
（R

oadm
ap to a 

R
esource E

fficient E
urope

）。
そ
の
一
つ
の
解
決
策
が
、IB

M

か
ら
始
ま
っ
た
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
利
用
可
能
な
全
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
制
御
す
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。E

U

は
、
今
回
の

震
災
対
応
に
よ
っ
て
東
松
島
市
で
計
画
さ
れ
て
い
る
環
境
都
市
構
想
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

を
調
査
す
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

特
に
資
源
の
少
な
い
日
本
で
は
、「
工
学
」
が
中
心
に
な
っ
て
、
い
か
に
こ
れ
か
ら
の

国
を
支
え
て
い
く
か
の
中
長
期
的
戦
略
を
検
討
し
、そ
れ
に
基
づ
き
、個
々
の
教
員
の
「
研

究
」
の
全
て
あ
る
い
は
一
部
を
、
大
学
組
織
と
し
て
束
ね
な
が
ら
社
会
に
発
信
し
貢
献

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
方
、「
人
材
育
成
」
の
面
で
は
、
今
後
、
大
学
を
卒
業
・
修
了
す
る
学
生
が
、
来
た

る
べ
き
過
渡
期
に
お
い
て
、「
地
球
と
人
類
の
持
続
可
能
性
に
関
わ
る
複
合
的
な
問
題
」

を
解
決
で
き
る
よ
う
、
問
題
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
幅
広
い
学
問
的
基
礎
を
有
す
る
創
造

的
な
人
材
育
成
す
る
た
め
、
大
学
院
と
学
部
で
の
教
育
を
再
点
検
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。我

々
の
使
命
は
、
国
と
世
界
の
将
来
を
守
る
た
め
、
今
後
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
切
り
、

「
真
に
豊
か
な
持
続
可
能
社
会
」
を
創
造
す
る
た
め
、
教
育
と
研
究
に
お
け
る
自
分
の
責

務
を
常
に
自
覚
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国
立
大
学
を
巡
る
状
況

が
益
々
厳
し
く
な
る
中
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
崖
っ
縁
に
立
た
さ
れ
る
前
の
ま
だ
時
間
の
残

さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
将
来
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
「
優
れ
た
人
材
育
成
」
と
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
「
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
」
が
あ
が
る
よ
う
、
研
究
科
・
学
部
を
あ
げ

て
社
会
の
期
待
と
要
請
に
応
え
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
院
工
学
研
究
科
長

工
学
部
長

東
北
大
学
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